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学位論文の内容の要旨 

 

グルタミン酸は脊椎動物の脳において主要興奮性神経伝達物質である。小胞性グルタミン酸トラ

ンスポーター（VGLUT）は脳内でグルタミン酸の貯蔵に関わっている。哺乳類では VGLUT は 3

種類のサブタイプがあり, その mRNA の分布は既に明らかにされている。しかし爬虫類ではまだ

知られていない。今回の研究では, ジゴキシゲニン標識 RNA プローブを用いた in situ 

hybridization 法によりカメの脳内で VGLUT2 mRNA の分布調べた。VGLUT2 の発現はアンチセ

ンスプローブで見られたが, センスでは特異的な発現は見られなかった。 

終脳では嗅球僧帽細胞, 大脳皮質, 内側扁桃核に強い VGLUT2 の発現が見られた。弱い発現は

背側脳室隆起に見られたが, 填古線条体では見られなかった。間脳では強い発現が内側手綱核, 前

背外側視床核, 前背内側視床核, 外側膝状体背側部, 結合核, 視床下部脳室周囲核に見られたが, 

円形核と視床下部外側部では中等度の発現が見られた。中脳では強い発現が三叉神経中脳核, 峡核

小細胞部, 視蓋中心灰白層および脳室周囲灰白層, 半月隆起に見られ, 中等度の発現が深中脳核に

見られた。菱脳では中等度の発現が網様核, 前庭神経上核, 前庭神経三角核, 下オリーブ核に見ら

れたが, 前庭神経腹外側核は強陽性を示した。小脳皮質は VGLUT2 を発現しないが, 小脳核は強
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い発現を示した。 

以上の結果から, カメの VGLUT2 の分布は終脳では哺乳類の VGLUT1 に似ており, 間脳, 中脳お

よび菱脳では VGLUT2 に似ている。従ってカメの VGLUT2 は哺乳類の VGLUT1 か VGLUT2 の

いずれに対応するかは簡単に決められない。今後, カメの他の VGLUT の型を調べる必要がある。

今回の論文ではカメの脳で VGLUT2 の分布を調べ, グルタミン酸神経細胞を確認した。これは羊

膜類の終脳を比較する資料を提供し, 脳の進化の解明に役立つ。 

 

学位論文審査結果の要旨 

 

グルタミン酸は脊椎動物の脳の興奮性神経伝達物質のひとつであり, 小胞性グルタミン酸運搬

体（vesicular glutamate transporter: VGLUT）は神経細胞がグルタミン酸の取り込みや貯蔵に関

与している蛋白質である。VGLUT 遺伝子のサブタイプは，哺乳類では 3 種類（VGLUT1, 2, 3），

鳥類では 2 種類（VGLUT2, 3），爬虫類では 3 種類（VGLUT1, 2, 3）が知られている。VGLUT mRNA

の脳内分布は哺乳類と鳥類で明らかにされているが, 爬虫類では知られていない。そこで本論文

は爬虫類であるミシシッピアカミミガメを用いて, 3 種類ある VGLUT のうち,VGLUT2 を選び, 

その mRNA の発現分布を in situ hybridization 法で調べたものである。脳内で発現する VGLUT2

の分布の結果は以下の通りであった。終脳では嗅球の僧帽細胞層, 大脳皮質, 内側扁桃核に強い

VGLUT2 の発現が見られた。弱い発現は背側脳室隆起に見られたが, 填古線条体では見られなか

った。間脳では強い発現が内側手綱核, 前背外側視床核, 前背内側視床核, 外側膝状体背側部, 結合

核, 視床下部脳室周囲核に見られたが, 円形核と視床下部外側部では中等度の発現が見られた。中

脳では強い発現が三叉神経中脳核, 峡核小細胞部, 視蓋中心灰白層および脳室周囲灰白層, 半月隆

起に見られ, 中等度の発現が深中脳核に見られた。菱脳では中等度の発現が網様核, 前庭神経上核, 

前庭神経三角核, 下オリーブ核に見られたが, 前庭神経腹外側核は強陽性を示した。小脳皮質は

VGLUT2 を発現しないが, 小脳核は強い発現を示した。以上の結果を哺乳類の所見と比較し, カメ

の VGLUT2 の分布は終脳では哺乳類の VGLUT1 に類似し, 脳幹および小脳では VGLUT2 に似て

いることを見出した。それ故カメの VGLUT2 は哺乳類の VGLUT1 か VGLUT2 のいずれに対応

するかは今回の研究では明らかにすることは出来ていない。今後, カメの VGLUT1 と VGLUT 3

を調べることが VGLUT2 を理解する上で重要な課題であるが, 本論文は爬虫類の終脳を比較す

る資料を提供し, 脳の進化を理解する一助となると判断される。 

以上について, 審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文とし

て十分価値があると認めた。 
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